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研究の背景と目的 

 近年，批判的思考の育成が求められている。

理科における批判的思考の実態について，単一

校種の調査による実態は報告されているもの

の（例えば，木下・山中，2014），同一因子に

よる横断的な調査は行われていない。そこで，

本研究では，理科における批判的思考を横断的

に調査し，小学生と中学生を比較することで，

その実態を明らかにするとともに，指導法への

示唆を導出することを目的とした。 

 

方法 

2017 年 6 月～9 月に公立小学校の児童 346

名，公立中学校の生徒 971 名を対象に，木下・

山中（2014）の理科における批判的思考尺度（4

因子：全 23項目）を用いて調査を行った。 

 

結果 

 まず，木下・山中（2014）の因子構造をもと

に，因子ごとに得点化を行った。校種別に集計

した結果を表１に示す。 

 

表１ 基礎集計 

批判的思考 
平均値 

(5点満点) 
標準偏差 

探究的・合理的な思考 
3.65 0.89 

3.29 0.79 

多面的な思考 
3.48 0.84 

3.27 0.71 

反省的な思考 
3.36 0.95 

2.98 0.82 

健全な懐疑心 
3.44 0.95 

3.49 0.85 

上段：小学生 

下段：中学生 

 

 表１より，「健全な懐疑心」以外の各因子に

ついて，小学生の方が中学生よりも平均値が高

い傾向にあることがわかる。 

そこで，各因子の校種差を検討するために，

ベイズ統計学に基づく分析を行った。具体的に

は，まず，母集団における各校種の因子得点の

EAP 推定値を算出した。推定に際しては，長さ

21000のチェインを５つ発生させ，バーンイン

期間を 1000 とし，HMC 法によって得られた

100000 個の乱数で事後分布，予測分布を近似

した。なお，事前分布には一様分布を用いた。

収束判定指標 Rhat はすべてのパラメータにお

いて Rhat <1.1 であり，母数・生成量の全てに

関して有効標本数が十分な数であったことか

ら，各パラメータは事後分布・予測分布からの

乱数の近似と判断した。次に，各因子の値につ

いて，小学生の方が中学生よりも高い確率を算

出した。その結果，「探究的・合理的な思考」，

「多面的な思考」，「反省的な思考」の値につ

いて，小学生の方が中学生よりも高い確率は全

て 100%，「健全な懐疑心」の値については，

小学生の方が中学生よりも高い確率は，20.8％

であった。 
 

考 察 

 批判的思考のうちの「探究的・合理的な思

考」，「多面的な思考」，「反省的な思考」の

値について，小学生の方が中学生よりも高いこ

とがわかった。このことから，中学校段階にお

いて，これら３因子に着目し，より重点的に育

成していく必要があると考えられる。 
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